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2広報平成31年２月１日号

市政世論調査の結果報告
今後の市政運営に役立てます

問合先　秘書課広報広聴担当（☎６５・２１６０）

広報にしお

回答者1,724人の内訳

■「広報にしお」で充実してほしい記事は何ですか。（いくつでも）

調査の概要
■項目：１２項目、設問数４８、関連質問数８
■対象：住民基本台帳から無作為に抽出した
　　　　１８歳以上の市民3,000人

■期間：３０年８月８日～３１日
■方法：郵送調査
■有効回収数（率）：1,724票（５７．５％）

　西尾市の住みやすさや市政への評価や要望、
市が抱える課題に対する意識などを把握し、
今後の市政に反映させるため、「第３８回市政
世論調査」を30年８月に実施しました。調査
へのご協力ありがとうございました。主な結
果を紹介します。

・調査結果の報告書は、市役所行政情報コーナー
（１階）や各支所などの公共施設、市ホームページ
でご覧いただけます。
・円グラフなどの構成比の合計は、端数処理の関係
で100％にならない場合があります。複数回答の
設問では、比率の合計が100％を上回ります。

居住地域
（中学校区）

17.9％

16.0％

13.0％
7.6％

6.0％

7.4％

4.0％

13.9％

12.9％

1.3％

西尾

鶴城

平坂
東部

福地

幡豆

寺津

一色・佐久島

吉良

無回答

性別
43.5％

55.3％

0.1％ 1.0％

男性

女性

どちらでもない 無回答

年齢

8.9％

12.9％

17.6％

17.3％

21.6％

18.7％

1.0％ 2.0％

２０歳代

3０歳代

4０歳代

5０歳代

6０歳代

7０歳以上

無回答
10歳代

39.9％
39.6％
38.5％
38.2％
38.1％

28.3％
27.2％

市の施策・計画・財政

観光・イベント

健康・医療

地域の話題・情報

保健・福祉・介護

防災・防犯

育児・保育・教育

0 10 20 30 40

21.3％
21.3％
18.5％
15.2％

7.5％
3.0％
4.1％

歴史・文化・自然・スポーツ

環境・ごみ・リサイクル

都市整備・道路・交通

市民活動

産業・経済

その他

無回答

0 10 20 30
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3 広報 平成31年２月１日号

災害への備え
■地震・津波・洪水など災害の種類ごとに避難
所が定められていることを知っていますか。

■自宅が津波浸水想定区域かどうか
　知っていますか。

市の行政など
■西尾市が住みよいまちだと思いますか。

■住みにくい理由（主なもの２つ）

79.3％交通の便が悪い

35.6％まちに魅力や活気がない

25.8％医療や福祉環境が不足している

11.5％公園が少ない

6.2％子育ての環境が整っていない

5.5％地域の連帯感が少ない

4.3％下水道などの基盤整備が遅れている

4.1％犯罪に対する不安が大きい

3.8％騒音、大気汚染などの公害が多い

2.3％緑や自然環境が不足している

11.5％その他

0.2％無回答

0 20 40 60 80

■市の政策として何に期待しますか。（３つ選択）

3.0％ 1.6％
住みにくい

無回答

48.3％

24.2％ 22.9％

どちらかといえば住みよい

どちらかというと
住みにくい

住みよい

特集　市政世論調査の結果報告

35.4％地域公共交通の利便性の向上

34.9％地震・津波などへの防災力の
強化と災害対策の充実

20.3％幹線・生活道路の整備充実

22.7％高齢者・障害者福祉施策の充実

20.4％子育て支援施策の充実

17.0％地域医療環境・健康づくりの
充実

12.4％地域商業・農業・水産業の振興

12.2％学校教育の充実・生涯学習の
推進

11.8％観光資源を生かした産業振興

8.6％文化・スポーツ施策の推進

6.8％ごみ・公害など環境衛生対策
の充実

2.7％その他

1.4％無回答

0 10 20 30 40

18.0％新たな企業誘致や創業・起業
支援と新規雇用の確保

17.5％効率的な行財政運営と
市民サービスの向上

16.8％健康保険・福祉医療制度など
の充実

12.5％公園・緑地など緑化環境推進
と自然環境の保全

12.3％防犯・消防体制の充実による
地域の安全強化

4.5％市街地整備と上下水道など
住環境の充実

3.4％市民協働・地域活動を通じた
地域コミュニティの育成

1.6％1.0％
無回答無回答

36.2％
26.1％

62.2％

42.6％

30.3％

知らない
知らない

知っている

知っている

一部知っている
市防災マスコット
ぼうサイくん
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4広報平成31年２月１日号

市議会
■市議会定例会（本会議）が年４回開催
されていることを知っていますか。

■市議会だよりを読んでいますか。

4.1％
無回答

69.0％

26.9％

知らない

知っている 22.6％

52.4％
12.6％

市議会だよりは知って
いるが読んでいない

全部読んでいる

関心のある記事
だけは読んでいる

7.4％

関心がない

5.0％
無回答

公共交通
■今後の市の公共交通はどうあるべき
だと思いますか。

8.9％ 21.3％

62.4％

どれだけ経費がかかっても、
公共交通の存続を最優先す
べきである

公共交通が廃線になって
も、民間事業者に税金を
投入すべきではない

公共交通の存続のため
には、ある程度の税金
の投入はやむを得ない

5.4％ 2.0％
その他

無回答

産業廃棄物（産廃）処分場問題
■一色町生田地内で大規模な産廃処
分場の建設が計画されていること
を知っていますか。

■市が設置した有識者で構成する影響調査研究会は、「産廃処分
場の建設は回避されることが望ましい」と結論付けました。
どのように考えますか。

1.2％
無回答

41.3％
57.5％

知らない

知っている

10.7％

80.9％

支持しない

支持する

6.0％ 2.4％
その他

無回答 ●２つの産廃処分場問題
　一色町生田地区には、産廃
処分場の問題が２つあります。
過去に民間の業者が産廃処分
場を設置し、廃棄物を埋め立
てた後、排水処理を行わずに
放置した「産廃処分場の跡地」
問題と、新たな事業者が跡地
を囲む区域で計画している
「新たな産廃処分場の建設」
問題です。
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5 広報 平成31年２月１日号

西尾市民病院の今後の在り方

西尾市の今後のまちづくりに関する意見

■市民病院の運営に関する意見や要望など

市民病院の在り方
・17万人都市に病院がないのは考えられない。民間病院へ委
託してでも経営すべき
・規模を縮小し、中身を充実させ、救急医療を中心にした運
営に変更してはどうか
医師不足の解消
・優秀なドクターの長期雇用
・大学医学部とのパイプの強化
医療機能・質の向上
・１週間のうち数日は、午後からも受け付けてほしい
・診察のたびに担当医師が変わってしまうので相談しにくい。
親身に対応していないように思う
職員の資質向上
・患者にもっと寄り添った診察をしてほしい
・プライバシーへの配慮に欠けている
地域連携の推進
・市民がもっと市民病院を頼れるように、市内の個人病院と
さらに連携してほしい

■市民病院は経営不振に陥り、市からの補助
が欠かせない状況です。病院の運営はどう
あるべきと考えますか。

3.7％ 3.3％
その他

無回答

64.4％

17.7％
10.8％

経営改善を図り、市が
運営すべきである

多額の税金を投入
するなら、市は運
営すべきでない

どれだけ経費がかかっ
ても市が責任を持って
運営すべきである

■経営再建策として、碧南市民病院との経営
統合を選択肢の一つとして検討・研究して
います。どう思いますか。

2.7％ 2.7％
その他

無回答

21.1％

39.3％
34.1％

反対

分からない

賛成

■碧南市民病院との経営統合以外に、どのような経営
再建策を検討すべきと思いますか。（○は２つまで）

0 10 20 30 40 50

47.1％

15.4％
11.5％
8.6％

民間病院へ経営委託

35.4％現状の患者数に見合った
ベッド数に規模を縮小

民間病院へ売却

その他

無回答

特集　市政世論調査の結果報告

子育て支援
・女性の活躍推進のためにも、長時間保育の実施など
学童保育を充実させてほしい。

・男女共に使用できる場所に、赤ちゃんのオムツ交換
ができるスペースを作ってほしい

防災
・南海トラフ地震への備えとして、階層の高い避難場
所が必要

・地震だけでなく、大雨や土砂崩れなど自然災害に強
いまちづくりを進めてほしい

文化・スポーツ
・美術館がないことが残念
・デンソーエアリービーズと協定を結んでいるので、
もっと利用し、アピールしてほしい

公共交通
・一人暮らしになった時に交通手段がないため、バス
や電車などの公共交通機関を充実させてほしい
情報発信
・経費削減のため、広報にしおは月１回の発行で十分
・ツイッターなどで災害情報や避難情報などを細かく
発信してほしい
まちづくり
・駅前の開発、史跡整備、商店街整備など、活性化施
策が中途半端だと感じる
・人が行ってみたいと思うのは、歴史や自然などの魅
力がある所。箱物ではなく、行かないと出会えない
もの、見られないものを充実させ、まちの発展と住
みやすさの向上のために知恵を出してほしい
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6広報平成31年２月１日号

宅
風
の
様
式
が
醸
し
出
す
洗
練
さ
れ
た
美

し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

弥
陀
堂
の
大
き
な
特
徴
は
、
鎌
倉
時
代

の
建
築
と
さ
れ
な
が
ら
、
平
安
時
代
の
貴

族
住
宅
風
の
建
築
様
式
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
点
で
す
。
屋
根
は
ヒ
ノ
キ
の
皮
を
厚

く
重
ね
た
檜
皮
葺
き
で
、
棟
か
ら
軒
先
に

か
け
て
美
し
い
曲
線
を
描
い
て
い
ま
す
。

ひ
さ
し
が
長
く
張
り
出
し
て
い
る
の
で
、

見
る
位
置
で
お
堂
の
印
象
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。
建
物
の
内
部
は
、
床
・
壁
・
天

井
と
も
木
製
の
簡
素
な
造
り
で
、
飾
り
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
柱
や
舟ふ

な

肘ひ
じ

木き

な
ど
は
大
き
く
面
取
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
面
の
建
具
は
蔀し

と
み
ど戸
と
呼
ば
れ
、
つ
り
上

げ
て
光
や
風
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
の
貴
族
住
宅

や
、
天
皇
の
住
ま
い
で
あ
る
内
裏
で
用
い

ら
れ
た
様
式
と
共
通
す
る
特
徴
を
持
っ
て

い
ま
す
。

愛
知
県
最
古
の
建
築
物

金
蓮
寺
弥
陀
堂
は
「
仏
像
を
安
置
す
る

須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

が
建
物
中
央
よ
り
や
や
後
方
に
位

置
す
る
」「
中
央
に
４
本
あ
る
は
ず
の
四
天

柱
の
前
２
本
が
省
略
さ
れ
た
形
態
で
あ

る
」
な
ど
の
構
造
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
建

て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
が
三
河
国

の
守
護
・
安
達
盛も

り

長な
が

に
命
じ
て
造
ら
せ
た

三
河
七
御
堂
の
一
つ
と
伝
え
ら
れ
、
現
存

す
る
県
内
最
古
の
建
築
物
で
す
。
堂
内
中

央
に
は
県
指
定
文
化
財
の
阿
弥
陀
三
尊
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
理
由

鎌
倉
時
代
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
阿
弥
陀

堂
建
築
で
現
存
す
る
も
の
は
全
国
で
20
棟

余
り
。
そ
の
中
で
金
蓮
寺
弥
陀
堂
が
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
最
大
の
要
因
は
、
貴
族
住

吉
良
町
饗
庭
の
田
園
風
景
に
溶
け
込
み
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む

金
蓮
寺
弥
陀
堂
。
犬
山
市
の
犬
山
城
天
守
、
茶
室
如
庵
と
並
ぶ
、
愛

知
県
に
３
つ
し
か
な
い
国
宝
建
造
物
の
一
つ
で
す
。
檜ひ

わ
だ皮
葺ぶ

き
の
屋

根
が
美
し
い
小
さ
な
お
堂
は
、
今
日
も
静
か
に
人
々
の
訪
れ
を
待
っ

て
い
ま
す
。

ま
ち
に
国
宝
が
あ
る
と
い
う
喜
び

金
蓮
寺
弥
陀
堂

右／弥陀堂外観　左上／本尊の阿弥陀
三尊像（県指定文化財）　左中／大きく
面取りされた舟肘木　左下／つり上げ
て、光や風を入れる蔀戸

P06-07 特集_金蓮寺.indd   6 2019/01/18   13:56:26



広報 平成31年２月１日号7

弥陀堂の魅力は？
◦季節や時間、見る場所や角度によって違う姿を見
せてくれること。裏山に続く道で、弥陀堂の屋根
を同じ高さから見るのがお薦めです。（松原さん）
◦歴史的な重み。鎌倉時代から同じ場所で、風雪に
耐え修理を繰り返しながら、ほぼ姿を変えずに鎮
座してきたことを考えると、ロマンを感じます。
（朝岡さん）

見学した人の反応は？
◦多くの人が、ひっそりとした雰囲気を気に入って
くれています。周りに大きな塀などもなく、遠く
からでも静かにたたずむ姿が見られることが魅力
だと感じてくれる人もいます。（鈴木さん）

国宝をガイドする気持ちは？
◦最初に「国宝はどれか？」と聞くと、多くの観光
客は仏像を指さすので、お堂の魅力を知ってもら
おうとモチベーションが上がります。（黒部さん）
◦市などを経由せず直接申し込む団体は、他の観光
のついでじゃなく、ピンポイントに金蓮寺に関心
を持っている場合が多い。絶対に満足してもらい
たいと、いつもより気合が入ります。（斎藤さん）

弥陀堂への思い
◦立派な観光資源なので多くの人に訪れてもらいた
いです。その反面、静かで厳かな今の雰囲気を失
いたくない気持ちもあります。たとえ今のままで
もずっと見守り、良さを伝え続けていきたいです。
（鈴木さん）

個
性
的
な
御
朱
印
が
人
気

近
年
、
神
社
仏
閣
を
巡
り
御
朱
印
を
集

め
る
観
光
客
が
多
く
、
金
蓮
寺
の
ユ
ニ
ー

ク
な
御
朱
印
は
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

書
い
て
い
る
の
は
住
職
の
東と

う
ま
つ松
宏こ

う
し
ゅ
ん俊
さ
ん
。

現
在
90
歳
の
東
松
さ
ん
は
、
今
も
朝
夕
決

ま
っ
た
時
間
に
お
寺
の
鐘
を
突
き
、
饗
庭

の
里
に
時
を
告
げ
て
い
ま
す
。「
十
数
年
前

ま
で
は
普
通
に
漢
字
で
『
国
宝
弥
陀
堂
』

と
書
い
て
い
た
。
皆
さ
ん
の
御
朱
印
帳
に

あ
る
他
の
寺
社
の
御
朱
印
の
よ
う
に
う
ま

く
書
け
な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
崩
し
て
書

い
て
み
た
ら
こ
う
な
っ
た
」。見
る
人
に
微

笑
み
か
け
る
よ
う
な
優
し
い
御
朱
印
を
い

た
だ
き
に
、
今
日
も
県
内
外
か
ら
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

金
蓮
寺
弥
陀
堂
の
見
学
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド「
吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
」

を
利
用
す
る
の
が
お
薦
め
で
す
。
お
堂
の

魅
力
や
歴
史
的
価
値
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

説
明
し
て
く
れ
ま
す
。「
愛
知
県
に
３
つ

し
か
な
い
国
宝
が
わ
が
ま
ち
に
あ
る
。
そ

の
素
晴
ら
し
さ
や
喜
び
を
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
」
と
代
表
の
黒
部
五
郎
さ
ん
。
観

光
客
に
限
ら
ず
、
郷
土
の
歴
史
を
学
び
た

い
４
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
は
１
月
13
日
、

荻
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の

イ
ベ
ン
ト
「
郷
土
の
歴
史
を
学
ぼ
う
」
で
、

小
学
生
な
ど
約
80
人
の
参
加
者
に
弥
陀
堂

の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
建
物
は
古
い
け
ど
き
れ
い
」「
お
堂
の
中

ま
で
見
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
、
間
近
で
国

宝
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
同
会
は
毎
年

５
月
に
弥
陀
堂
の
見
学
会
を
開
催
。
メ
ン

バ
ー
の
ガ
イ
ド
技
術
を
磨
き
な
が
ら
、
多

く
の
人
に
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
金
蓮
寺

弥
陀
堂
の
魅
力
は
、
い
に
し
え
の
雰
囲
気

を
そ
の
ま
ま
に
、
形
を
変
え
ず
残
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を

運
び
、
素
朴
で
厳
か
な
国
宝
の
魅
力
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

ガイドの申し込みやお問い合わせは、吉良あないびとの会　黒部さん（☎35・１２９２／吉良町）へ。

御朱印を書く東松住職

わがまちの国宝を伝えたい

「吉良あないびとの会」の皆さん。左から鈴木明子さ
ん、松原正行さん、朝岡一司さん、黒部五郎さん、斎
藤浩一さん（いずれも吉良町）

右／弥陀堂外観　左上／本尊の阿弥陀
三尊像（県指定文化財）　左中／大きく
面取りされた舟肘木　左下／つり上げ
て、光や風を入れる蔀戸

弥陀堂の特徴を語る松原さん

「吉良あないびとの会」インタビュー

金
蓮
寺
弥
陀
堂
の
魅
力
を
伝
え
る

吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
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最
近
の
動
き

９
月
13
日　

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）ア
リ
ー
ナ
棟
、
寺
津
温
水
プ
ー

ル（
仮
称
）、
多
機
能
型
市
営
住
宅
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
っ
し
き
の
基
本

設
計
費
用
の
支
払
い
に
関
す
る
覚
書
を

Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
締
結

10
月
１
日　

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
支
所
棟
の
工
事
再
開

11
月
11
日　
地
域
住
民
で
組
織
す
る
「
一

色
町
役
場
を
考
え
る
会
」
が
一
色
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
住
民
集
会
を
開
催
。

市
民
約
１
４
０
人
が
参
加

11
月
27
日　

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）ア
リ
ー
ナ
棟
は「
規
模
お
よ
び

内
容
を
再
検
討
し
、
き
ら
ス
ポ
ー
ツ
ド

ー
ム
（
仮
称
）
の
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
機
能

を
集
約
し
た
結
果
、
ア
リ
ー
ナ
棟
で
は

官
民
連
携
で
進
め
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

最
近
の
動
き
と
今
後
の
予
定

市
は
合
併
初
年
度
の
23
年
度
か
ら
、
今
後
の
公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直

す
「
公
共
施
設
再
配
置
」
に
取
り
組
み
、
28
年
に
特
別
目
的
会
社（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

の
株
式
会
社
エ
リ
ア
プ
ラ
ン
西
尾
と
契
約
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
29
年
６
月
の
市
長
選
挙
で
当
選
し
た
中
村
市
長
が
事
業
の
凍
結
・

見
直
し
を
表
明
し
、
30
年
３
月
に
事
業
の
検
証
内
容
と
見
直
し
方
針
を
公
表
。

事
業
の
発
注
内
容
に
当
た
る
「
業
務
要
求
水
準
書
」
の
変
更
案
を
６
月
か
ら

順
次
示
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
検
証
室
（
☎
65
・
２
３
８
３
）

施
設
全
体
面
積
を
縮
小
し
、
ス
ポ
ー
ツ

中
心
の
施
設
と
し
て
見
直
す
」
と
し
た

見
直
し
（
案
）
の
内
容
と
、
今
後
の
予

定
を
市
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明

11
月
28
日　

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）ア
リ
ー
ナ
棟
の
見
直
し（
案
）に

対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集

12
月
17
日　

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）支
所
棟
の
買
い
取
り
費
用
の
支

払
い
に
関
す
る
覚
書
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
締
結

12
月
18
日　
一
色
町
役
場
を
考
え
る
会
が

「
住
民
集
会
報
告
書
」
を
市
長
に
提
出

12
月
20
日　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
き
ら
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
ア
リ
ー
ナ
棟

の
業
務
要
求
水
準
書
の
変
更
案
の
内
容

と
そ
の
理
由
を
、
契
約
書
に
基
づ
き
Ｓ

Ｐ
Ｃ
へ
通
知
。
こ
れ
は
３
月
に
公
表
し

た
見
直
し
方
針
に
基
づ
き
、
28
年
に
Ｓ

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る
と

と
も
に
、
意
見
や
提
案
な
ど
を
お
聴
き

し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　
き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）ア
リ

ー
ナ
棟
は
、
契
約
書
に
基
づ
き
12
月
20
日

付
け
で
通
知
し
た
変
更
案
に
つ
い
て
、
Ｓ

Ｐ
Ｃ
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
10
月
か
ら
工
事
を
再
開
し
た
き
ら
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
支
所
棟
は
、
支

所
と
防
災
倉
庫
な
ど
の
機
能
は
当
初
の
設

計
通
り
施
工
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ

オ
機
能
は
生
涯
学
習
機
能
へ
の
用
途
変
更

に
配
慮
し
た
状
態
で
工
事
を
完
了
し
、
引

き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
生
涯
学
習
機

能
へ
用
途
変
更
す
る
工
事
を
行
い
、
２
０

２
０
年
度
の
全
館
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
と
契
約
し
た
事
業
内
容
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
も
の

12
月
25
日　

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）支
所
棟
の
建
物
の
引
き
渡
し
が

完
了

●
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
の
協
議

10
月
23
日
、
11
月
９
日
・
29
日
、
12
月
７

日
・
28
日　
次
の
①
②
な
ど
に
つ
い
て
Ｓ

　
Ｐ
Ｃ
と
協
議

①
業
務
要
求
水
準
書
の
変
更
案

②
き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）支

所
棟
の
買
い
取
り
費
用
の
支
払
い
に

関
す
る
覚
書

●
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
の
裁
判

11
月
７
日
、
12
月
14
日　
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
約
6

千
万
円
の
支
払
い
を
市
に
求
め
た
訴
訟

に
つ
い
て
、
弁
論
準
備
手
続
（
争
点
と

証
拠
の
整
理
）
が
名
古
屋
地
方
裁
判
所

で
行
わ
れ
る

●
市
長
と
語
る
市
政
懇
談
会

11
月
13
日
・
21
日
・
27
日
、
12
月
４
日
・

18
日
・
20
日　
市
長
が
市
内
６
地
区
に
出

向
き
、
官
民
連
携
で
進
め
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
見
直
し
を
含
む
３
つ
の
テ
ー
マ
に

引き渡しを受けた、きら市民交流センター
（仮称）支所棟の現在の様子
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　旧一色支所本庁舎の今後の扱いについて考える住
民組織「一色町役場を考える会」が１２月１８日、住民集
会の報告書を中村市長に提出しました。３０年６月２５
日に発足した同会は、７月５日に市長へ設立を報告
した後、７月２３日以降９回にわたり検討会を重ねて
きました。１１月１１日に一色地域交流センターで開催
した住民集会には約１４０人が参加。旧一色支所の在
り方を考えるのに必要な情報を提供し、同会がまと
めた４つの検討案に対してアンケートを実施しまし
た。投票数は１２９票。結果は次のとおりです。

　報告書では、「旧一色支所本庁舎について『売却を
前提に現状維持』することを要望するとともに、慎
重な検討の上、できる限り早急な判断と実行をお願
いしたい」としています。「その上で、①売却先は公

共性のある機関（農協など）となるよう配慮してほ
しい、②現存の建物においても、売却後においても、
津波一時待避所の機能を維持してほしい、との要望
を踏まえ、市が中心となり売却後も引き続き公共性
のある機関との話し合いが進められるような仕組み
づくりを検討してほしい」とまとめています。
　報告書を手渡された市長は、「時間をかけて、プロ
セスを踏んで意見を聞き、納得された上での結論。
非常に重く受け止めている。市としてはなるべく年
度内に利活用の方向性を出したい」と述べました。

「売却を前提に現状維持」を要望旧一色支所の今後を考える
地域住民が市に報告書を提出

アリーナ棟の見直しの概要きら市民交流センター（仮称）

機 能 各競技を行う場合に確保できる最大のコート数など

大アリーナ バスケットボール…２面、ドッジボール…２面、バレーボール…２面、バドミントン…８面
卓球…１４台、テニス…２面

小アリーナ バスケットボール…１面、ドッジボール…１面、バレーボール…１面、バドミントン…４面
卓球…６台、テニス…１面、フットサル…１面

貸室など 健康・体力相談室、体力測定室、会議室、研修室、スポーツ団体室、シャワー・更衣室
トレーニング室、事務室など

その他 津波一時待避所、指定避難所（風水害時等）、備蓄倉庫

　きら市民交流センター（仮称）アリーナ棟は、耐震
性が確保できていないコミュニティ公園体育館と吉
良野外趣味活動施設体育館の集約施設として、現在
の吉良町公民館を解体した跡地に計画している施設
です。
　平成30年12月20日付でＳＰＣに通知した業務要求
水準書の主な変更内容は右の①～⑥のとおり、アリ
ーナ棟で計画している機能と内容は下表のとおりで
す。備蓄倉庫を除くアリーナ棟の延床面積は、上限
4,000平方メートルとなっています。

①アリーナ棟で計画されていた会議室、音楽室、学
習スペースなどをきら市民交流センター（仮称）支
所棟に配置し、床面積を縮小する
②きらスポーツドーム（仮称）は建設せず、屋内スポ
ーツ機能をアリーナ棟に集約し、フットサルやテ
ニスができるようにする
③小アリーナはバスケットボール、ドッジボール、
フットサル、テニスができるようにする
④トレーニング室を設ける
⑤風水害時などに、指定避難所として利用できるよ
うにする
⑥津波一時待避所の避難者や、風水害などの避難者
に必要な飲料水、食料などの備蓄品の倉庫を設置

　変更案の詳細はＰＦＩ事業検証室または市ホー
ムページでご覧いただけます。

案１　津波一時待避所として利用……31票
案２　まるごと賃貸で活用……………１票
案３　解体して公園……………………32票
案４　売却を前提に現状維持…………55票
その他（未記入など）…………………10票

報
告
書
を
市
長
に
手
渡
す

同
会
の
皆
さ
ん
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ト ピ ッ ク ス

産業廃棄物（産廃）処分場問題の最近の動き
●これまでの経緯
一色町生田地区には、過去に民間の業者が産廃処分

場を設置し、廃棄物の埋め立てを行った後、排水処理
を行わずに放置した産廃処分場の跡地があります。現
在、その跡地を囲む区域で三重県の事業者が新たな産
廃処分場を計画しています。３０年５月に、産廃処分場
の許可権限を持つ県に対して産廃処分場を建設しない
ことを求める要望書を中村市長が提出するなど、市は
反対の姿勢を明確にしています。
●産廃処分場跡地周辺環境調査検証会議（環境調査検

証会議）を開催
放置された産廃処分場跡地周辺の環境調査やその結

果を検証する第１回「環境調査検証会議」を１２月２５日、
クリーンセンターで開催しました。「県と市が行う周辺
水路の水質や土壌調査では、異常は見られていない」
という報告の後、委員から調査項目の追加や調査方法
の改善について意見が出され、「今後も継続して調査を
行うべき」という方針が打ち出されました。
●環境省に要望書を提出
西尾市を含む、産廃の問題を抱える全国の１３自治体

が参加する「全国産廃問題市町村連絡会」が１２月２７日、
環境大臣宛てに要望書を提出しました。提出には中村
市長も参加。廃棄物処理法など関連法令の強化を要望
しました。
問産業廃棄物対策室（☎３４ ・ ８１１１／クリーンセンター
内）

第５０回はず夢ウォーク「鳥羽の火祭りの里コース」
火祭りを前ににぎわう鳥羽

地区から宮崎地区へと巡る定
番のコース。名鉄三河鳥羽駅
では、物産展「とば市」が開
催されます。
対どなたでも。小学生以下は
保護者同伴

時２月１０日㈰　※荒天中止
▶スタート受け付け…午前
９時～１０時４０分

▶ゴール受け付け…午後３
時まで

集合場所　名鉄三河鳥羽駅
コース　三河鳥羽駅～鳥羽神明社～みちくさファーム
～鳥羽のお姫さま（民話サイン）～吉良幡豆境～リ
ンクス前～幡頭神社～ワイキキビーチ～幡豆漁協前
～三河鳥羽駅（約10.9キロメートル）

他①事前申し込みは不要　
②約7.2キロメートルの短縮コースもあります。
③完歩者にはず夢ウォークピンバッジを進呈

問幡豆公民館（☎63・0130）

産業廃棄物最終処分場（産廃処分場）周辺水路で行う
水質調査などの結果を検証するために、「産廃処分場跡
地周辺環境調査検証会議（環境調査検証会議）」を１１月
中に設置します。委員は市民や見識者、漁協の代表者
で構成する７人。水質調査などの数値に異常が見られ
た場合の対応や、今後の調査方法を検討する予定です。
環境調査検証会議は「一色地区産廃跡地問題地域会

議（地域会議）」から「新たな調査を実施すべき」との
提案を受け設置するものです。地域会議は市民や漁協
の代表者、見識者、弁護士で組織され、２６年～２９年に
問題解決の手法などを協議してきました。
問産業廃棄物対策室（☎３４ ・ ８１１１／クリーンセンター
内）殿

火祭りのすずみ

産廃処分場の跡地 新たな産廃処分場の計画地

一色中学校

はず夢ウォークは「へひり浜」や「鳥羽のお姫
さま」など幡豆地区の民話の舞台を歩いて巡るウ
オーキングイベントです。名鉄西尾・蒲郡線の駅
がスタートとゴールになるため、当日は市内外か
ら多くの方が電車を利用して参加しています。
平成22年４月に始まり、今回で50回目。私は第
１回からボランティアと
して参加しています。顔
見知りの参加者に「楽し
かったよ」「ご苦労さま」
と声を掛けてもらうこと
もあり、やりがいを感じ
ます。はず夢ウォークの
魅力は気軽に参加できる
こと。今回の火祭りのコ
ースは特におすすめです。
地元に伝わる民話に思い
をはせながら、幡豆地区
の豊かな自然の中を歩い
てみてください。

教えて！　はず夢ウォークの魅力

髙須寛人さん （寺部町）
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対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

観光を取り巻く環境の変化に対応するため、西尾市
観光基本計画を見直しています。その内容を公表し、
市民の皆さんから意見を募集します。
閲覧期間　２月１日㈮～３月４日㈪
閲覧場所　商工観光課、市役所行政情報コーナー（１
階）、各支所、佐久島出張所、各ふれあいセンター

（幡豆ふれあいセンターを除く）、幡豆公民館
※市ホームページでも閲覧できます。

意見書の提出方法・問合先　住所・氏名・電話番号・
意見を、直接または郵送、ファクス、Ｅメールで商
工観光課観光担当（☎６５・２１70／ＦＡＸ５7・1321／死sh
oko@city.nishio.lg.jp）へ。

パブリックコメント　西尾市観光計画（案）に対する意見を募集

地域の実情を踏まえ、より適切な管理を目指した修
繕・建て替え・用途廃止などの方針を示すため、西尾
市市営住宅長寿命化計画を見直しています。その内容
を公表し、市民の皆さんから意見を募集します。
閲覧期間　２月８日㈮～３月１１日㈪
閲覧場所　建築課、市役所行政情報コーナー（１階）、
各支所、佐久島出張所、各ふれあいセンター（幡豆

ふれあいセンターを除く）、幡豆公民館
※市ホームページでも閲覧できます。

意見書の提出方法・問合先　住所・氏名・電話番号・
意見を、直接または郵送、ファクス、Ｅメールで建
築課市営住宅担当（☎６５・2146／ＦＡＸ５4・6644／死ke
ntiku@city.nishio.lg.jp）へ。

パブリックコメント　西尾市市営住宅長寿命化計画（案）に対する意見を募集

岩瀬文庫企画展　「こんな本があった！～岩瀬文庫平成悉皆調査中間報告展１６」
岩瀬文庫の全資料調査の過程で出会った珍しい本や

新発見を紹介します。
時２月１６日㈯～４月14日㈰
※月曜日と２月２１日㈭を除く。

場岩瀬文庫企画展示室（２階）
出品資料　『三

みかわのくにこくしきゅうきばっすいりゃくず

河国国史旧記抜萃略図』『上方人物風俗
図』『絵本不

つきぬいずみ

尽泉』など
展示図録　１冊5００円
●展示解説
時２月23日㈯　午後１時３０分
場岩瀬文庫企画展示室（２階）

●関連講座「今年度の調査からわかったことvol.16」
時３月24日㈰　午後２時
場岩瀬文庫研修ホール（地階）
定７０人（先着）
講名古屋大学大学院教
授　塩村耕氏
◆共通事項
￥無料
他事前申し込みは不要
問岩瀬文庫（☎５６・２４
５９）

吉良氏８００年祭記念歴史講演
吉良氏が西尾に進出するきっかけとなった承久の乱

（１２２１年）から２０２１年で８００年。「吉良氏と松平氏」をテ
ーマに、戦国史の専門家が分かりやすく解説します。
時２月２３日㈯　午後３時～４時３０分
場市役所５１会議室（５階）

講國學院大學講師　平野明夫氏
￥無料
他事前申し込みは不要
問文化振興課市史編さん室（☎５６・6660／岩瀬文庫内）

上方人物風俗図
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　「鳥羽の火祭り」は、約1200年前から伝わる国の重
要無形民俗文化財に指定される神事です。福地と乾
地に分かれた厄男を中心に「ネコ」と呼ばれる奉仕者
が、燃え盛かる巨大な松

たい

明
まつ

「すずみ」の中から「神
しん

木
ぎ

」
と「十

じゅうになわ

二縄」をどちらが早く取り出すかにより、その
年の天候などを占います。
いにしえから続く大迫力の炎の祭典に、ぜひお出

掛けください。
時２月10日㈰　午後３時～８時３０分
　※雨天時は２月１1日㈷に延期
場鳥羽神明社（鳥羽町）
※名鉄三河鳥羽駅から徒歩約１０分

内▶午後３時………鳥羽神明社からみそぎに出発
　▶午後３時３０分…鳥羽海岸でみそぎ
　▶午後７時３０分…神前で神事
　▶午後８時ごろ…すずみに点火
　　　　　　　　　神木、十二縄を神前に奉納
他ふるさと公園グラウンドなどに約５００台分の駐車
場を用意しますが、大変混雑します。名鉄電車の
利用促進にご協力ください。

問西尾観光案内所（☎５７・７８４０／西尾コンベンショ
ンホール内）

ポスター写真を募集
2020年開催の「鳥羽の火祭り」

鳥羽の火祭り
千二百年の歴史を誇る天下の奇祭

物産展「とば市」
時２月10日㈰　午前１１時～午後４時
　※雨天時は２月１1日㈷に延期
場名鉄三河鳥羽駅前
内地酒や干物など地元の名産品を販売します。
あさりのみそ汁を無料で配布する予定です。

他駅周辺に臨時駐車場を用意します。

第50回はず夢ウォーク
　詳しくは１0ページをご覧ください。

応募方法
　３月１日㈮～４月３０日㉁（必着）に、２Ｌ版でプリ
ントした写真の裏面に郵便番号・住所・氏名・電話
番号を記入し、封書で次の①または②へ。１人何点
でも応募できますが、１応募で２作品まで
応募先
　①〒４４５－８５０１住所不要　市商工観光課観光担当
　②〒４４５－０８５2花ノ木町４－64　西尾観光案内所
審査から採用までの流れ
　９月７日㈯に鳥羽火祭り保存会が採用写真を審査
して決定。応募者本人に連絡しますので、写真のデ
ジタルデータまたはフィルムをご提供ください。ポ
スターには撮影者の名前などを記載します。

賞品
・2020年開催の鳥羽の
火祭りの桟敷席券２
枚と、Ｂ２版ポスタ
ー２枚
・西尾の特産品
注意事項
・応募者本人が撮影し、
著作権を有している
作品に限ります。
・他のコンテストに応
募済みまたは予定の
　作品は応募できません。
・採用写真の著作権は、鳥羽火祭り保存会に帰属す
るものとします。
・応募作品は返却しません。
問商工観光課観光担当（☎６５・２１６９）

同　時　開　催
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早
春
の
佐
久
島
巡
り

95

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物　申申込・申請　他その他　問問合先

対
３
歳
以
上
の
方

時
２
月
１
日
㈮
～
２８
日
㈭　
午
前

１０
時
～
午
後
４
時
30
分

場
ゆ
う
ひ
が
丘
わ
く
わ
く
工
房

内
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ひ
な
人
形
を
作
り
ま
す
。

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
作
品

は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

時
２
月
９
日
㈯
～
11
日
㈷　
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
あ
さ
ひ
が
丘
ふ
く
ち
ゃ
ん
広
場
、

キ
ャ
ン
プ
場

内
①
竹
ド
ー
ム
で
あ
そ
ぼ
う　
②

木
の
実
で
ビ
ン
ゴ　
③
冬
の
森

の
観
察
会
「
カ
ブ
ト
ム
シ
幼
虫

探
し
」（
９
日
・
10
日
の
み
）
④

竹
マ
グ
カ
ッ
プ
作
り　
⑤
フ
ァ

ミ
リ
ー
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ（
10
日
の
み
）…
丸
太
を
使
っ

た
た
き
火
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト

ー
チ
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
作
り
を

楽
し
み
ま
す
。

定
③
各
日
20
人　
④
各
日
10
人

　
⑤
各
日
５
組（
１
組
５
人
以
内
）

￥
③
２
０
０
円　
⑤
２
０
０
０
円

（
別
途
キ
ャ
ン
プ
場
使
用
料
）

申
③
⑤
は
愛
知
こ
ど
も
の
国
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
は
事
前
申
し
込
み
不
要

対
ど
な
た
で
も

時
３
月
２４
日
㈰
ま
で　
午
前
１０
時

～
午
後
４
時
30
分

場
中
央
管
理
棟
内

内
遊
び
方
は
無
限
大
！　
自
由
に

迷
路
で
遊
び
ま
す
。

￥
無
料

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

対
ど
な
た
で
も

時
３
月
２４
日
㈰
ま
で　
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

受
付
場
所　
あ
さ
ひ
が
丘
入
口

内
テ
ー
マ
は「
僕
と
ね
こ
の
冬
」。

謎
を
解
き
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
す
。

￥
無
料

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
佐
久
島
振
興
課
（
☎
72
・
９
６
０
７
）

【
佐
久
島
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://sakushim
a.com

問愛知こどもの国（☎６２・４１５１）

島
の
東
西
を
結
ぶ
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

で
は
、
愛
ら
し
い
ス
イ
セ
ン
が
寒
風
に

揺
れ
、
沿
道
の
梅
の
木
に
一
輪
ず
つ
花

が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。
大
浦
海
水
浴

場
で
は
野
鳥
が
の
ん
び
り
と
休
息
し
、

島
内
に
は
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
流
れ

て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
梅
が
植
え
ら
れ

て
い
る
大
島
公
園
。
見
頃
を
迎
え
る
２

月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
、
大

島
中
で
梅
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
こ

の
梅
園
は
、
毎
年
２
月
第
１
日
曜
日
の

黒
壁
運
動
と
併
せ
て
開
催
す
る
里
山
づ

く
り
で
整
備
し
て
い
ま
す
。
黒
壁
運
動

は
、
島
の
西
地
区
の
黒
壁
集
落
の
景
観
を

守
る
た
め
に
黒
い
ペ
ン
キ
を
塗
る
活
動
。

里
山
づ
く
り
は
、
大
島
の
梅
園
と
椿
ロ
ー

ド
で
梅
や
椿
の
手
入
れ
を
す
る
取
り
組
み

で
す
。
い
ず
れ
も
島
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
協
力
し
な
が
ら
、
春
を
迎
え
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

西
風
が
強
い
日
も
あ
り
、
空
気
が
澄
ん

で
い
る
こ
の
時
期
は
、
観
光
客
が
少
な
く
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。
一
足
早
い
春

を
感
じ
に
、
佐
久
島
を
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ア
ー
ト
＆
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
歩
け
歩
け
海
原
三
里
～
春
め
ぐ
り
佐
久
島

時
３
月
３
日
㈰

内
春
の
花
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

￥
▼
中
学
生
以
上
…
２
５
０
０
円

　
▼
小
学
生
…
１
６
０
０
円

申
２
月
２２
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
佐
久
島
振
興
課
（
☎
72
・
９
６
０
７
／

さ
く
ナ
ビ
内
）
へ
。

●
３さ

９く

の
市

時
３
月
３
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
佐
久
島
西
港

内
手
作
り
雑
貨
な
ど
を
販
売
。「
わ
か
め
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
」「
わ
く
わ
く
こ
ど
も
広
場
」
な

ど
新
し
い
企
画
も
盛
り
だ
く
さ
ん

ロ
ッ
カ
リ
ッ
カ
♪

冬
の
そ
と
あ
そ
び

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う

謎
解
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
冬

大島公園に咲き誇るスイセン。奥には
梅がきれいな赤い花を付けています

眺望の良さもこどもの国の魅力

13 広報 平成31年２月１日号

P13 こどもの国・佐久島.indd   13 2019/01/18   9:26:14



冬 のこどもの国で健脚を競う
にしお駅伝フェスティバル２０１８

「産廃建設阻止！西尾市民会議」は１２月１９日、つボ
イノリオさんを特別顧問に迎える就任式を、一色地域
交流センターで行いました。同会議は一色町生田地区
に放置されている産業廃棄物最終処分場（産廃処分場）
跡地を囲む区域で民間事業者が計画している新たな産
廃処分場に対し、建設阻止と跡地問題解決を促す団体。
毎年５月の三河一色みなとまつりでうなぎ大使も務め
るつボイさんは「三河湾は宝の海。少しでも力になり
たい」と力強く語っていました。

つ ボイノリオさんが特別顧問に就任
産廃建設阻止！西尾市民会議

１２月１６日、愛知こどもの国でにしお駅伝フェスティ
バル２０１８が行われました。会場を愛知こどもの国に移
して７年目となる今回は、高校生一般や小学生、フレ
ンドリーなど全７部門に過去最高の２３８チームが市内
外から参加しました。好天に恵まれ、選手たちはそれ
ぞれ５つの区間で、起伏に富んだ周回コースに果敢に
挑戦。沿道からの大きな声援を背に受けながら健脚を
競い合い、アンカーまで懸命にたすきをつないでいま
した。

愛知県が花きの生産量全国１位であることを知り、
花への関心を高めてもらおうと、１月８日に寺津小学
校で花育教室が行われました。参加した６年生の児童
は、色とりどりの地元産カーネーションでフラワーア
レンジメントを体験。講師を務める一色生活改善実行
グループ連絡協議会のメンバーから、こつを教えても
らいながら、丁寧に作業を進めていました。初めて体
験する子も楽しそうに花を生けていき、個性豊かな作
品を完成させていました。

地 元の特産カーネーションをアレンジ
寺津小学校で花育教室

１月３日、てんてこ祭が熱池八幡社（熱池町）で行
われました。県の無形民俗文化財に指定されているこ
の祭りは、天皇が即位して初めて実った米を神々に供
える「大嘗祭」に由来するといわれ、現在は豊年祭と
して毎年行われています。赤装束に身を包んだ厄男が
「てんてこ、てん」という太鼓の音に合わせて大根を
付けた腰を振り、境内まで練り歩きました。境内では、
かぶると厄除けになると伝えられる「わら灰」を厄男
が観衆に向かってまいていました。

五 穀豊穣を祈念する天下の奇祭
てんてこ祭
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１２月１８日に横須賀小学校で、５年生が参加するデン
ソーサイエンススクールが行われました。株式会社デ
ンソーから派遣された講師が「モーターが使われてい
る電化製品にはどんなものがあるか」など科学につい
て質問すると、児童たちは積極的に手を挙げ、意見を
発表していました。その後、電磁石とモーターについ
ての説明を聞き、エナメル線と電池を使って電磁石を
作成。エナメル線を巻き付けた釘にクリップがくっつ
く様子を笑顔で眺めていました。

一色町の松木島八幡社で１２月２７日、門松づくりが行
われ、一色東部保育園年長児が参加しました。地域の
伝統行事を園児に体験させたいという園の思いを受け、
同八幡社の宮総代の提案で実現した初めての取り組み。
４グループに分かれた園児は、宮総代などの指導の下、
協力しながらハボタンや松、ナンテンなどを植え、大
きな門松を完成させました。宮総代長の三浦雅美さん
は「自分たちが作った門松について家族で話題にして
くれたらうれしい」と笑顔で話してくれました。

実 験で楽しく科学を学ぶ
横須賀小学校　デンソーサイエンススクール

伝 統行事を通じた地域のふれあい
一色東部保育園年長児が門松作りに挑戦

１２月１５日、文化会館で「名探偵！　山田コタロウナ
ゾトキシアター」が行われました。ホールの中に閉じ
込められた参加者がコタロウたちと力を合わせて謎を
解き、迷い猫を探すというストーリー。参加者は友だ
ちや家族と相談しながら一つ一つ解き進めました。な
かなか解けない問題は出演者にヒントをもらうなど、
全員が積極的に謎解きに挑戦。最後に全問正解した参
加者が登壇すると会場から大きな拍手が送られていま
した。終演後には、「あの問題分かってすごかったね」
と楽しそうに感想を話す姿も見られました。

み んなが名探偵！　
名探偵！　山田コタロウナゾトキシアター吉良高校生と市長とのまちづくりトーク

ま ちづくりに若者の視点を
　12月19日、吉良高校の生徒と市長によるまちづくり
トークが市役所で行われました。将来を担う若い世代
の声に耳を傾け、市政運営に取り入れようと行われた
取り組みで、昨年７月には西尾東高校でも開催。今回
参加した吉良高校の１～２年生９人は、昨年度実施し
た防災の取り組みを報告した後、公共交通サービスの
改善や姉妹都市のニュージーランド・ポリルア市との
さらなる交流促進など、行政に期待することを市長に
伝えました。
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謎
解
き
島
コ
ン
サ
ー
ト

時
３
月
３０
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分

開
場
、
２
時
開
演

場
一
色
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
聞
き
な

が
ら
、
謎
解
き
を
し
ま
す
。

￥
▼
中
学
生
以
上
…
１
５
０
０
円

▼
小
学
生
以
下
…
５
０
０
円

出
演　
小
島
藤
子（
う
た
）、
中
橋

茅
乃（
フ
ル
ー
ト
）、
波
馬
朝
加

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
松
野
建（
フ

ル
ー
ト
）、
安
藤
弘
子
（
ピ
ア

ノ
）、
小
森
ひ
ろ
た
か（
司
会
）

入
場
券
販
売　
２
月
８
日
㈮
か
ら
、

　
直
接
岩
瀬
文
庫
、
文
化
会
館
、

一
色
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
吉

良
町
公
民
館
、幡
豆
公
民
館
、さ

ん
が
い
亭（
戸
ケ
崎
三
丁
目
）へ
。

他
①
前
売
り
券
が
完
売
し
た
場
合
、

当
日
券
は
販
売
し
ま
せ
ん
。
②

３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
の
膝
上
で
鑑
賞
す
る
場
合
無

料　
③
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
の
利

用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
西
尾
市「
地
域
文
化
育
成
講
座
」

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５６
・

６
６
６
０
／
岩
瀬
文
庫
・
文
化

振
興
課
内
）

吉
良
高
校

お
は
な
し
ラ
ン
ド

時
２
月
９
日
㈯　
午
後
２
時
～
２

時
３０
分

場
西
尾
市
立
図
書
館
幼
児
コ
ー
ナ

ー
（
１
階
）

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
人
形

劇
、
お
も
ち
ゃ
製
作

問
西
尾
市
立
図
書
館
（
☎
５６
・
６

２
０
０
）、
吉
良
高
校（
☎
３２
・

２
２
３
１
）

図
読
み
聞
か
せ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
方

や
、
図
書
館
・
学
校
図
書
館
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

時
３
月
１０
日
㈰　
午
前
１０
時
～
正

午
場
西
尾
市
立
図
書
館

内
絵
本
の
選
び
方
や
発
声
の
基
本

な
ど
を
学
び
ま
す
。

定
50
人
（
先
着
）

講
永
井
陽
子
氏

申
問
２
月
12
日
㈫
か
ら
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
西
尾
市
立
図
書
館

（
☎
５６
・
６
２
０
０
）
へ
。

第
六
回
尾
﨑
士
郎
賞
表
彰
式
と
記

念
講
演
会

時
２
月
17
日
㈰　
午
後
３
時
～
４

時
３０
分

場
吉
良
図
書
館

テ
ー
マ　
尾
﨑
士
郎
作
品
に
登
場

す
る
米
沢
の
大
丈
夫
た
ち
。
上

杉
景
勝
・
直
江
兼
続
・
前
田
慶

次
郎
・
雲
井
竜
雄

講
元
米
沢
市
長　
安
部
三
十
郎
氏

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
文
化
振
興
課
（
☎
56
・
６
６
６

０
／
岩
瀬
文
庫
内
）、尾
﨑
士
郎

顕
彰
会　
冨
永
（
☎
３５
・
１
３

２
６
／
吉
良
町
）

西
尾
を
歩
こ
う

西
尾
を
歩
こ
う

時
２
月
２１
日
㈭　
午
前
１０
時
集
合

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　
ス
ギ
薬
局
幡
豆
店
駐

車
場
（
西
幡
豆
町
）　

内
約
２
時
間
か
け
て
、
の
ど
か
な

小
野
ヶ
谷
川
沿
い
の
道
約
５
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
健
康
づ
く

り
推
進
員
と
歩
き
ま
す
。

￥
無
料

他
①
事
前
申
し
込
み
は
不
要　
②

活
動
量
計
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ

ー
ル
を
貸
し
出
し
ま
す
（
午
前

９
時
３０
分
ま
で
に
集
合
）。　
③

開
催
を
迷
う
場
合
の
問
い
合
わ

せ
は
当
日
午
前
８
時
３０
分
以
降

問
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５７

・
０
６
６
１
）

多
世
代
交
流
キ
ッ
チ
ン
講
座

対
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

時
内
①
３
月
３
日
㈰
…
ひ
な
ま
つ

り
海
鮮
チ
ラ
シ
、
手
ま
り
寿
司
、

巻
き
寿
司　
②
３
月
１７
日
㈰
…

魚
の
さ
ば
き
方　
③
３
月
２４
日

㈰
…
そ
ば
打
ち
体
験

※
全
て
午
後
２
時
か
ら

場
子
育
て
・
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ

定
各
８
組
（
先
着
）

￥
①
１
２
０
０
円　
②
８
０
０
円

③
１
４
０
０
円　

申
問
２
月
８
日
㈮
か
ら
、
直
接
子

育
て
・
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ

（
☎
７３
・
４
４
８
７
）
へ
。
１

回
の
み
の
参
加
も
可

旧
近
衛
邸
で
あ
そ
ぶ
三
味
線
の
調

べ時
３
月
３
日
㈰　
午
後
１
時
開
場
、

１
時
３０
分
開
演

場
旧
近
衛
邸
（
歴
史
公
園
内
）

内
民
謡
や
端
唄
な
ど
の
演
奏

演
奏　
藤
本
流　
藤
本
秀ひ

で

香か

生お

師

範
、
藤
本
秀ひ

で

弥み

生お

準
師
範

定
６０
人
（
先
着
）

￥
１
０
０
０
円
（
抹
茶
と
和
菓
子

付
き
）

申
問
２
月
13
日
㈬
～
２８
日
㈭
に
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
旧
近
衛
邸

（
☎
54
・
６
７
５
８
）
へ
。

お
知
ら
せ

Inform
ation

催　

し

催　

し

西
尾
を
歩
こ
う
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
～
小
野
ヶ
谷
コ
ー
ス
～

吉
良
高
校
生
徒
の
「
お
は

な
し
ラ
ン
ド
」

第
６
回
尾
﨑
士
郎
賞
表
彰

式
記
念
講
演
会

多
世
代
交
流
キ
ッ
チ
ン
講
座

ワ
ク
ワ
ク
王
国
の
謎
解
き

島
コ
ン
サ
ー
ト

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

旧
近
衛
邸
で
あ
そ
ぶ

三
味
線
の
調
べ
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17 広報 平成31年２月１日号

資
料
館

ひ
な
ま
つ
り

時
２
月
９
日
㈯
～
３
月
２４
日
㈰

※
祝
日
以
外
の
月
曜
日
を
除
く
。

場
西
尾
市
資
料
館

内
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
～
昭

和
時
代
の
ひ
な
人
形
を
展
示

￥
無
料

問
文
化
振
興
課
文
化
財
担
当
（
☎

５６
・
２
４
５
９
／
岩
瀬
文
庫
内
）

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

時
３
月
３
日
㈰　
午
前
１０
時
～
正

午
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
の
イ

ベ
ン
ト
。
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
、
世
界
の
国
の
紹
介
、
世
界

の
お
茶
の
飲
み
比
べ
な
ど

問
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
☎

６５
・
２
１
７
８
／
地
域
支
援
協

働
課
内
）

ば
ら
ネ
ッ
ト
総
会

時
３
月
16
日
㈯　
午
後
２
時
１５
分

～
３
時
１５
分

場
西
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
お
馴
染
み
の
曲
を
演
奏
す
る
ジ

ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

定
８０
人
（
先
着
）

￥
無
料

出
演　
牧
哲
也
氏

申
問
２
月
１２
日
㈫
～
３
月
８
日
㈮

に
、
公
演
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
ば
ら
ネ
ッ
ト
の
会

員
か
非
会
員
か
を
、
直
接
ま
た

は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
地
域
支
援
協
働
課
市
民
協

働
担
当
（
☎
６５
・
２
１
７
８
／

ＦＡＸ
５７
・
１
３
１
４
／
死kyoud

ou@
city.nishio.lg.jp

）
へ
。

●
家
庭
教
育
講
演
会
「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
～
信
じ
る
こ
と
～
」

時
３
月
２
日
㈯　
午
後
２
時
～
３

時
３０
分

場
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
１
０
０
人

￥
無
料

内
鑑
別
所
や
少
年
院
を
出
た
少
年

た
ち
と
寄
り
添
い
続
け
る
講
師

か
ら
、
非
行
の
背
景
や
子
ど
も

と
の
関
わ
り
方
を
学
び
ま
す
。

講
再
非
行
防
止
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
愛
知　
渋
谷
幸
靖
氏

申
２
月
１
日
㈮
～
１３
日
㈬
午
前
９

時
～
午
後
９
時
に
、
申
込
書
を

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
中
央

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
ＦＡＸ
５６
・

７
７
３
７
）
へ
。
月
曜
日
を
除

く
。
申
込
書
は
各
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
と
公
民
館
に
用
意

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

（
☎
５５
・
３
５
１
５
／
中
央
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

八
ツ
面
ふ
れ

時
２
月
２３
日
㈯　
午
前
９
時
～
午

後
９
時
、
24
日
㈰　
午
前
９
時

～
午
後
３
時

内
▼
両
日
…
作
品
展
、
茶
会
（
茶

券
１
０
０
円
）、
サ
ー
ク
ル
活

動
発
表（
午
前
９
時
20
分
）　
▼

２３
日
…
囲
碁
大
会
（
午
前
９
時

３０
分
）
な
ど

場
問
八
ツ
面
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
57
・
７
７
７
６
）

西
野
町
ふ
れ

時
２
月
16
日
㈯　
午
前
９
時
～
午

後
８
時
３０
分
、
17
日
㈰　
午
前

９
時
～
午
後
３
時

内
▼
両
日
…
作
品
展
、
茶
会
（
茶

券
２
０
０
円
）、
舞
台
発
表

　
▼
16
日
午
前
11
時
…
特
別
講
演

「
高
齢
者
の
た
め
の
生
活
設

計
と
悪
質
商
法
」

場
問
西
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
57
・
７
６
３
６
）

吉
良
町
公
民
館
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど

時
２
月
２３
日
㈯
・
24
日
㈰　
午
前

９
時
～
午
後
４
時

内
▼
両
日
…
作
品
展
、
サ
ー
ク
ル

活
動
発
表
、
囲
碁
・
将
棋
・
連

珠
、
缶
バ
ッ
ジ
や
巾
着
・
小
物

入
れ
作
り
、
自
彊
術　
▼
２３
日

…
茶
会（
茶
券
３
０
０
円
）、
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
、
非
常
食
の

配
布　
▼
24
日
…
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
作
り
、
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、

焼
き
菓
子
の
販
売

場
問
吉
良
町
公
民
館
（
☎
32
・
２

１
５
１
）

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

募集している市営住宅一覧
住 宅 名 間 取 り な ど 家賃（円） 戸数
下町住宅

（下町宮東１２-１）
5階/５階建／EV無
風呂釜など無/3DK／水洗

15,200
 ～30,000

１
一般向

味浜住宅
（一色町味浜上

乾地20）
３階/4階建／EV有

風呂釜など有
3DK／水洗

２7,100
 ～53,200

１
一般向

埋畑住宅
（吉良町荻原埋

畑91-1）
3階/４階建／EV有
風呂釜など有
3DK／水洗

25,700
 ～50,400

１
一般向

鳥羽住宅
（鳥羽町十三新

田46-18）
２階建／風呂釜など無

２DK／水洗
11,100
 ～13,900

１
一般・単身向

時申込期間▶２月５日㈫～13日㈬
抽選日時▶２月20日㈬　午前１０時開始
入居可能日▶４月１日㈪

他単身向は年齢などの制限があります。
問建築課市営住宅担当（☎65・2146）

※EV＝エレベーター

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

西
尾
市
資
料
館
企
画
展

「
ひ
な
ま
つ
り
２
０
１
９
」

ば
ら
ネ
ッ
ト
総
会
・
記
念
公
演
会

家
庭
教
育
講
演
会「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
～
信
じ
る
こ
と
～
」

八
ツ
面
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

吉
良
町
公
民
館
ふ
れ
あ
い
の
集
い
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康福
祉

児
童
手
当

児
童
手
当
２
月
期
分
（
１０
月
～

１
月
分
）
を
２
月
６
日
㈬
に
振
り

込
み
ま
す
。
金
融
機
関
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
手
当
担
当
（
☎

６５
・
２
１
０
９
）

特
別
障
害

振
込特

別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
２
月

期
分
（
１１
月
～
１
月
分
）
を
２
月

８
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融

機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当
（
☎

６５
・
２
１
１
３
）

鶴
城
会
館

対
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、
１

年
間
参
加
で
き
る
方

時
４
月
２
日
～
２
０
２
０
年
３
月

24
日
の
毎
週
火
曜
日　
午
後
２

時
～
３
時

場
老
人
の
家
鶴
城
会
館

内
体
の
柔
軟
性
や
筋
力
を
高
め
る

体
操
を
し
ま
す
。

定
５０
人
（
申
し
込
み
開
始
時
点
で

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

￥
月
額
１
０
０
円

講
鶴
城
会
館
健
や
か
体
操
ク
ラ
ブ

申
３
月
５
日
㈫
午
後
１
時
３０
分
か

ら
、
直
接
老
人
の
家
鶴
城
会
館

へ
。

問
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
担
当
（
☎

６５
・
２
１
２
１
）

認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操

対
健
康
体
操
に
興
味
の
あ
る
方

時
３
月
６
日
㈬　
午
前
１０
時
～
１１

時
３０
分　

場
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
松
崎
幸
子
氏

￥
１
０
０
円

持
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
の
で
き

る
服
装

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
担
当
（
☎

６５
・
２
１
２
１
）

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
用
具
展

示
会
と
防
災
講
座

対
視
覚
障
害
者

時
２
月
２１
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
３
集
会

室
（
２
階
）　

内
日
常
生
活
や
災
害
時
に
役
立
つ

用
具
・
用
品
に
触
れ
、
音
声
な

ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

定
２０
人
（
先
着
）

講
名
古
屋
盲
人
情
報
文
化
セ
ン
タ

ー
歩
行
訓
練
士　
池
内
達
彦
氏
、

視
覚
障
が
い
者
の
会
「
わ
い
わ

い
」
代
表　
石
川
あ
き
子
氏

申
問
２
月
８
日
㈮
～
２
月
１８
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
５６
・
５
９
０
０
／

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

他
付
き
添
い
の
同
伴
可

母
子
福
祉

対
市
内
在
住
の
母
子
ま
た
は
父
子

家
庭
の
親

時
３
月
９
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
笑
楽
亭

（
３
階
）

内
骨
盤
や
肩
ま
わ
り
を
ケ
ア
し
て
、

美
ボ
デ
ィ
を
手
に
入
れ
ま
す
。

定
20
人
（
先
着
）

￥
２
０
０
円

講
松
崎
幸
子
氏

申
問
２
月
12
日
㈫
～
28
日
㈭
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
、
直
接
ま

た
は
電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
５６
・
５
９
０
０
／
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。
土
・

日
曜
日
を
除
く
。

認
知
症
介
護
家
族

対
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

時
２
月
２７
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
市
役
所
53
会
議
室
（
５
階
）

内
介
護
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま
す
。

￥
無
料

他
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問
長
寿
課
地
域
支
援
事
業
担
当

（
☎
６５
・
２
１
２
０
）

募
集

募
集

老
人

ク
ラ
ブ

対
市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
６０
歳

以
上
の
方

内
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
、

西
尾
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

行
事
に
参
加
し
ま
す
。

￥
年
額
８
０
０
円
～
２
０
０
０
円

程
度

申
２
月
1
日
㈮
～
３
月
31
日
㈰
に
、

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
へ
。

他
①
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
地
域
も

あ
り
ま
す
。

問
西
尾
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

務
局
（
☎
５６
・
５
９
０
０
／
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

お 知 ら せ Information

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
用

具
展
示
会
と
防
災
講
座

健
康･

福
祉

健
康･

福
祉

児
童
手
当
２
月
期
分

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
で
体

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座

鶴
城
会
館
健
や
か
体
操
講
座

認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

２
月
期
分

募　

集

募　

集

老
人
ク
ラ
ブ
（
西
尾
ゆ
う

あ
い
ク
ラ
ブ
）
会
員
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
臨
時

職
員

●
事
務
員

定
１
人

勤
務
日
時　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
～
午
後
３
時
の
う
ち
５
～

６
時
間
程
度

勤
務
場
所　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容　
学
校
給
食
の
事
務

●
調
理
員

定
７
人
程
度

勤
務
日
時　
月
～
金
曜
日　
午
前

８
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分
の

う
ち
５
～
７
時
間
程
度

勤
務
場
所　
市
内
の
小
・
中
学
校

ま
た
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容　
学
校
給
食
の
調
理

●
運
転
手

対
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

２
ト
ン
コ
ン
テ
ナ
車
を
運
転
で

き
る
方
。
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車

限
定
は
不
可

定
４
人
程
度

勤
務
日
時　
月
～
金
曜
日
の
う
ち

週
３
日
ま
た
は
４
日　
午
前
１０

時
～
午
後
３
時
１５
分
の
う
ち
２

～
４
時
間
程
度

勤
務
場
所　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容　
学
校
給
食
の
配
送
と

回
収
な
ど

◆
共
通
事
項

対
６４
歳
以
下
の
方
（
31
年
４
月
１

日
現
在
）

採
用
予
定
日　
４
月
１
日

賃
金　
時
給
９
３
０
円

　
※
通
勤
費
は
別
途
支
給

選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

※
面
接
日
は
後
日
連
絡

申
問
２
月
２０
日
㈬
ま
で
に
、
履
歴

書
を
直
接
教
育
庶
務
課
給
食
担

当
（
☎
６５
・
２
１
７
３
）
へ
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
員
臨
時
職
員

対
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
64
歳
以
下
（
31
年
４
月
１
日

現
在
）
の
方

定
若
干
名

採
用
予
定
日　
４
月
１
日

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
の
う
ち

週
２
～
５
日　
午
後
２
時
～
５

時
業
務
内
容　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

で
、
地
域
住
民
と
下
校
時
の
児

童
・
生
徒
を
見
守
り
ま
す
。

賃
金　
時
給
９
３
０
円

※
通
勤
費
は
別
途
支
給

選
考
方
法　
面
接
、
書
類
審
査

申
問
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
証
と
履
歴
書

を
直
接
危
機
管
理
課
交
通
・
防

犯
担
当（
☎
65
・
２
１
９
６
）へ
。

西
尾

マ
イ
レ
ー
ジ

健
康
に
し
お
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

で
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
た
方
に
抽
選
で
景
品
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
し
、
景
品
を
協
賛
し

て
く
れ
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

申
問
２
月
２８
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

で
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

５７
・
０
６
６
１
）
へ
。

ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
体
験
塾
の
実

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

対
１８
歳
以
上
で
、
体
験
塾
（
最
大

年
８
回
）
と
事
前
打
ち
合
わ
せ

に
参
加
で
き
る
方
（
普
通
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者
歓
迎
）

活
動
期
間　
３
月
～
２
０
２
０
年

１
月

内
挑
戦
し
、
成
功
と
失
敗
を
経
験

す
る
中
で
、
主
体
性
と
生
き
る

力
を
育
む
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
い
、
成
長
を
見
守
り
ま
す
。

定
５
人
程
度

謝
礼　
交
通
費
程
度　

申
２
月
１
日
㈮
～
２８
日
㈭
に
、
申

込
書
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
生
涯
学
習
課
（
ＦＡＸ
５６
・
７
７

３
７
）、
各
公
民
館
・
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
へ
。
月
曜
日
は
除

く
。
申
込
書
は
各
公
民
館
・
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
用
意

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

（
☎
５５
・
３
５
１
５
／
中
央
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

市
民
農
園

対
市
内
在
住
の
方

貸
付
期
間　
４
月
１
日
～
２
０
２

１
年
３
月
３１
日
の
２
年
間

募
集
区
画　

▼
丁
田
市
民
農
園

（
丁
田
町
）…
１８
区
画　
▼
善
明

市
民
農
園（
善
明
町
）…
４７
区
画

※
各
農
園
と
も
１
区
画
３０
平
方

メ
ー
ト
ル
。
原
則
１
世
帯
に

つ
き
１
区
画
。
家
庭
菜
園
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

￥
年
額
５
０
０
０
円

申
問
２
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
政
担

当
（
☎
６５
・
２
１
３
５
／
ＦＡＸ
５７

・
１
３
２
２
／
死nousui@

ci

　

ty.nishio.lg.jp

）
へ
。

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

市
民
農
園
の
利
用
者

健
康
に
し
お
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
の
協
賛
企
業

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
臨
時
職
員

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
員（
臨
時
職
員
）

ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
体
験

塾
の
実
行
委
員

広報にしお１月１日号
４ページ新春市民文芸
「俳句（小・中学生）の
部」の入選者の氏名に、
誤りがありました。正し
くは次のとおりです。お
わびして訂正します。
鶴城中２年　孕石陸十

おわびと訂正
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お 知 ら せ Information

年
度
途
中
の
保
育
園
入
園
児
童

対
保
護
者
が
次
の
①
～
⑤
の
理
由

で
、
家
庭
で
保
育
で
き
ず
、
保

育
が
必
要
な
お
子
さ
ん

①
仕
事　
②
出
産　
③
病
気
や

心
身
障
害　
④
病
気
や
心
身
障

害
の
同
居
家
族
を
常
時
看
護　

⑤
育
児
休
業
中
（
お
子
さ
ん
が

３
歳
以
上
児
の
方
の
み
）

入
園
日　
４
月
１
日
㈪
を
除
く
毎

月
１
日
・
１６
日

入
園
申
込
書
の
配
布　
子
ど
も
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

４
月
１６
日
入
園
の
受
付　
３
月
６

日
㈬
～
３
月
１５
日
㈮
に
、
直
接

子
ど
も
課
へ
。
定
員
に
空
き
の

あ
る
保
育
園
に
申
し
込
め
ま
す
。

入
園
の
決
定　
受
付
期
間
終
了
後

１
週
間
程
度
で
入
園
承
諾
（
不

承
諾
）
を
通
知
し
ま
す
。
保
育

の
必
要
性
に
よ
り
入
園
で
き
な

か
っ
た
り
、
希
望
の
園
に
入
園

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
受
付
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

他
５
月
１
日
㈬
以
降
の
途
中
入
園

受
付
期
間
は
、
子
ど
も
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

問
子
ど
も
課
入
園
担
当
（
☎
６５
・

２
１
１
０
）

そ
の
他

そ
の
他

同
報

無
線

時
２
月
20
日
㈬　
午
前
１１
時
ご
ろ

内
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

が
起
こ
っ
た
際
に
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
の

緊
急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
の
訓

練
を
行
い
ま
す
。
防
災
無
線
や

戸
別
受
信
機
、
防
災
ラ
ジ
オ
か

ら
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
防
災
担
当
（
☎
６５

・
２
１
３
８
）

電
車

電
車

形
原
ひ
な
祭
り
ロ
ー
ド

時
３
月
１
日
㈮
～
４
月
７
日
㈰

場
形
原
商
店
街
（
名
鉄
形
原
駅
か

ら
徒
歩
5
分
）

内
形
原
商
店
街
の
店
先
に
ひ
な
人

形
が
並
び
ま
す
。

●
油
菓
子
の
振
る
舞
い　

時
３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰　

●
ち
ご
姫
道
中

時
場
３
月
３
日
㈰　
午
前
９
時
30

分
蒲
郡
駅
北
口
出
発

内
か
わ
い
い
お
姫
様
が
形
原
町
内

を
練
り
歩
き
ま
す
。　

 

●
女
将
さ
ん
茶
屋
in
春
日
の
杜

時
４
月
７
日
㈰　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
形
原
神
社

◆
共
通
事
項

問
形
原
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ー
ク
ル　

小
林
（
☎
０
５
３
３
・
57
・
２

４
４
６
）、蒲
郡
市
観
光
商
工
課

（
☎
０
５
３
３・66・１
１
１
９
）

■骨髄ドナー登録会
対１８歳～５４歳の健康な方時２月
１７日㈰午前９時３０分～１１時３０分、
午後１時～３時３０分場おしろタ
ウン・シャオ問西尾保健所環境
・食品安全課（☎５６・５２４１）

情 報 通 信

対対象・応募資格　時日時・期間　場場所　内内容　定定員・募集人数
￥費用　講講師　持持ち物・提出書類　申申込・申請　他その他　問問合先

●固定資産税・都市計画税………第４期
●国民健康保険税（普通徴収分）…第８期
●介護保険料（普通徴収分）………第８期
●後期高齢者医療保険料（普通徴収分）
　　　　　　　　　　　　　　…第８期
●し尿くみ取り手数料……………第６期
●下水道事業受益者負担金………第４期

今月の納期今月の納期

納期限　２月28日㈭
その他　口座振替の方は残高をご確認く
　ださい。なお、再振替はできません。
問合先　収納課管理担当（☎65・2132）

献血にご協力を

月の献血

福祉課社会福祉担当 (☎65・2114）問

午前10時～11時30分
午後１時～４時
…おしろタウン・シャオ

17日㈰

　より安全な血液を確保するため、医師
が献血の適否を決定します。献血ができ
ない場合もあります。

２

防
災
無
線
を
用
い
た

緊
急
情
報
の
試
験
放
送

そ
の
他

そ
の
他

電
車
で
行
こ
う
！

電
車
で
行
こ
う
！

形
原
ひ
な
祭
り
ロ
ー
ド

年
度
途
中
の
保
育
園
入
園
児
童
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問企業誘致課企業誘致担当（☎６５・２１５８）

頑張るものづくり企業を応援します

半導体製造装置部品の加工メーカー
中小企業を次のステージへ

鋳造×加工でモノづくりの
不可能を可能にする

株式会社光南

超精密な加工技術を持ち、半導体製造装置や医療
機器、産業用機器などの部品を製造する㈱光南。切
削加工と研磨、溶接、組み立てなど総合技術を有す
る企業です。
製造グループに所属する石川拓哉さん（戸ケ崎三

丁目）は、マシニングセンタという切削機械を操り、
製品の仕上げ作業を担当。入社４年目ながら、昨年
の１０月に主任に昇進し、部下への指導も任されて
います。「加工には高い精度を要求されることが多
く、最適な手順を考えるのに何日もかかることがあ
る。製品を一から完成させた時の達成感は忘れられ
ない」と石川さん。入社当初は加工プログラムや工
具の知識がなく、作業を覚えるのに苦労したそうで
すが、先輩たちから優しい指導を受け、今では新製
品の開発にも関わっています。「経験の積み重ねが大

事。複雑な部品を作れるように技術を磨いていきた
い」と、石川さんの挑戦は続きます。
会社ではゴルフ部に所属。多くの先輩たちと接す
ることで、仕事もしやすくなっているとのこと。働
きやすい職場で、前向きに挑戦していく姿が西尾の
ものづくりの原動力です。

自動車や建設機械の鋳物部品の鋳造や加工を行う
中日本鋳工㈱。複雑な形状の鋳造や、１/１０００ミリメ
ートル単位の高精密機械の加工にも対応しています。
入社８年目の金原一義さん（楠村町）は同社に５
人いる技術士の一人。形状の検討や型の設計、不良
品の対策を任され、新製品の立ち上げでは会社の頭
脳として活躍しています。４年前に製造から設計へ
と部署が変わった金原さん。設計に関する知識や経

験がなく苦労することが多かったそうですが、自ら
鋳物について学び、経験を積みました。「鋳物の勉
強に終わりはない。限りなく追求し続けられる」と
鋳物の面白さを熱く語ってくれました。
「会社に野球部があること」が入社の理由の一つと
のこと。市内の大会で優勝争いをするほどの実力が
ある同社の野球部で、ピッチャーとして活躍。休日
に大好きな野球を楽しむことが仕事への活力になっ
ています。仕事や野球での活躍で同社の知名度を上
げ、鋳物や「ものづくりのまち西尾」のイメージを
高めてくれるでしょう。

　このコーナー「ほんものづくり隊」は、「ものづくりのまち西
尾」の知名度向上プロジェクトの一環で掲載しています。製造
業を主たる事業とし、冊子「頑張るものづくり企業in西尾」に
掲載の企業をリレーで紹介し、地域産業の活性化を目指します。

DATA
本社所在地／港町6-６
問合先／☎5５ ・ 4455　分野／銑鉄鋳物製造・加工
資本金／14億3,705万円　従業員数／180人

DATA
本社所在地／花蔵寺町宮後17-3
問合先／☎55 ・ 5888　分野／切削加工、組み立て
資本金／3,000万円　従業員数／87人

中日本鋳工株式会社
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子
の
和
樹
く
ん
の
名
前
の
頭
文
字
を
取

り
、
ゆ
た
か
農
園
と
名
付
け
ま
す
。

　
新
規
就
農
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

中
で
出
会
っ
た
の
が
、
浅
井
敏
彦
さ
ん

（
熊
味
町
）で
す
。
農
園
の
近
く
で
薪
ス

ト
ー
ブ
の
薪
を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
た

浅
井
さ
ん
に
、
拓
也
さ
ん
が
声
を
掛
け

た
の
が
き
っ
か
け
。
農
作
業
や
鳥
よ
け

の
ネ
ッ
ト
張
り
を
自
然
と
手
助
け
し
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
ゆ
た
か

農
園
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。「
農

作
業
は
楽
し
い
。
健
康
の
た
め
に
も
な

る
し
ね
」
と
浅
井
さ
ん
。
和
樹
く
ん
も

浅
井
さ
ん
を
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼

び
、
４
人
で
旅
行
に
行
く
な
ど
、
家
族

の
よ
う
な
関
係
で
す
。

　
開
園
し
て
間
も
な
く
、
テ
レ
ビ
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ポ
ポ
ー
と
フ
ェ
イ
ジ

ョ
ア
の
存
在
を
知
っ
た
拓
也
さ
ん
。
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
が
実
ら
な
い
秋
か
ら

冬
に
収
穫
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、「
面
白

そ
う
」
と
栽
培
を
始
め
ま
す
。
し
か
し
、

全
国
を
探
し
て
も
栽
培
す
る
農
家
は
見

つ
か
ら
ず
、
自
分
た
ち
で
や
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
果
物
は
手
を
か

け
た
分
、
い
い
果
実
が
実
る
」
と
や
り

が
い
を
感
じ
る
拓
也
さ
ん
。
試
行
錯
誤

の
末
、
安
定
し
て
栽
培
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ゆ
た
か
農
園
で

は
、
手
作
り
ジ
ャ

ム
も
販
売
し
て
い

ま
す
。
由
美
さ
ん

は
「
直
接
口
に
す

る
も
の
だ
か
ら
、

栽
培
に
農
薬
は
使

っ
て
い
な
い
。
ジ
ャ
ム
は
凝
固
剤
や
酸

化
防
止
剤
を
一
切
使
っ
て
い
な
い
か
ら
、

安
心
し
て
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
農
園
の
果
物
を

料
理
や
お
菓
子
に
使
う
店
舗
も
増
え
て

い
ま
す
。「
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
は
さ
っ
ぱ
り

し
て
い
て
、
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
な
ど
に
合

う
。
珍
し
い
材
料
が
新
鮮
な
状
態
で
手

に
入
る
の
は
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー
」
と
カ

フ
ェ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
（
寺
部
町
）
の
牧

一
心
さ
ん
。
大
切
に
育
て
た
果
物
に
手

を
加
え
、
多
く
の
人
に
そ
の
魅
力
を
広

め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、

平
原
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
よ
そ
者
だ

っ
た
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
、
気
に
か

け
て
く
れ
る
。
ポ
ポ
ー
や
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
を
作
る
人
が
増
え
、
抹
茶
に
並
ぶ
西

尾
の
特
産
に
な
れ
ば
」
と
拓
也
さ
ん
は

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
新
規
就
農

や
珍
し
い
果
物
の
栽
培
な
ど
、
挑
戦
を

続
け
る
岡
田
さ
ん
家
族
。
土
ま
み
れ
の

た
く
ま
し
い
手
が
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労

を
物
語
り
ま
す
。
西
尾
に
根
付
い
た
岡

田
さ
ん
家
族
の
志
は
地
域
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
多
く
の
実
り
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
成
美
）

　
ポ
ポ
ー
、
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
。
何
の
名

前
か
、
ご
存
知
で
す
か
。
ポ
ポ
ー
は
北

米
原
産
の
果
物
で
、
強
い
甘
み
と
な
め

ら
か
な
食
感
、
バ
ナ
ナ
と
マ
ン
ゴ
ー
を

合
わ
せ
た
よ
う
な
味
が
特
徴
で
す
。
フ

ェ
イ
ジ
ョ
ア
は
桃
と
洋
梨
を
合
わ
せ
た

よ
う
な
味
が
特
徴
の
果
物
で
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
内
で
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い

な
い
こ
の
２
つ
の
果
物
を
市
内
で
唯
一

栽
培
・
加
工
・
販
売
し
て
い
る
の
が
平

原
町
に
あ
る「
ゆ
た
か
農
園
」で
す
。
収

穫
が
最
盛
期
を
迎
え
る
夏
に
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
や
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
な
ど
の
果

物
狩
り
に
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。

　
こ
の
農
園
を
切
り
盛
り
す
る
の
が
、

岡
田
さ
ん
家
族
で
す
。
東
幡
豆
町
出
身

の
岡
田
拓
也
さ
ん
（
吉
良
町
）
と
北
海

道
出
身
の
妻
・
由
美
さ
ん
は
、
以
前
は

県
内
の
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
由
美
さ
ん
の
友

人
が
営
む
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
を
訪
れ
、

拓
也
さ
ん
は
衝
撃
を
受
け
ま
す
。「
あ
ま

り
の
お
い
し
さ
に
感
動
し
た
。
当
時
の

仕
事
に
将
来
的
な
不
安
を
抱
い
て
い
た

し
、
農
業
を
仕
事
に
し
よ
う
と
思
い
立

っ
た
」。
結
婚
を
機
に
、
新
規
就
農
を

決
意
し
ま
す
。「
就
農
に
必
要
な
３０
ア
ー

ル
の
土
地
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
く
て
。

決
意
し
て
か
ら
が
大
変
だ
っ
た
」。
知

り
合
い
の
つ
て
を
頼
り
、
平
原
町
で
土

地
を
貸
し
く
れ
る
地
主
さ
ん
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
す
。
柿
畑
だ
っ
た
そ
の
土

地
は
長
い
間
放
置
さ
れ
、
荒
れ
果
て
た

状
態
。
大
学
に
勤
め
る
傍
ら
、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
を
使
い
、
手
作
業
で
切
り
開
い

て
い
き
ま
す
。
畑
を
借
り
て
か
ら
４
年

が
経
過
し
た
平
成
２５
年
、
つ
い
に
農
園

を
開
園
。
由
美
さ
ん
、
拓
也
さ
ん
、
息

脱
サ
ラ
し
て
新
規
就
農
。

西
尾
に
新
し
い
特
産
を

左から由美さん、拓也さん、和樹くん、浅井さん

フェイジョア
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私
た
ち
藤
流
館
は
毎
週
日
曜
日
の
午
前

９
時
1０
分
～
午
後
２
時
３０
分
に
、
合
気
道

の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
参
加
者
は
約

３０
人
。
相
手
の
動
き
に
対
応
で
き
る
「
感

性
」
と
力
に
頼
ら
な
い
「
精
度
」
を
稽
古

の
二
本
柱
と
考
え
、
型
の
反
復
練
習
で
基

本
的
な
動
き
と
姿
勢
を
身
に
付
け
て
い
ま

す
。
合
気
道
の
理
に
か
な
っ
た
技
や
型
は
、

年
齢
や
体
力
に
左
右
さ
れ
ま
せ
ん
。
男
女

問
わ
ず
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
年
配
の

方
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
が
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
稽
古
以
外
に
も
、
夏
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
冬
に
鍋
を
し
た
り
す

る
な
ど
、
稽
古
仲
間
や
そ
の
家
族
と
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

合
気
道
で
は
、
護
身
術
と
し
て
の
技
だ

け
で
な
く
、
相
手
が
ど
う
動
い
て
も
感
性

の
ま
ま
対
応
で
き
る
冷
静
さ
や
対
応
力
、

相
手
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
柔
の
技
を
学

ぶ
な
ど
、
心
身
を
鍛
錬
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
常
生
活
に

お
け
る
人
間
関
係
や
仕
事
に
も
応
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ

た
方
は
ぜ
ひ
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
動
き
や
す
い
服
装
で
飲
み
物
と

タ
オ
ル
を
持
参
す
れ
ば
、
他
に
必
要

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
田
代
（
☎
０
９
０
・
６
５
７
８
・

９
９
７
６
／
室
町
）

年齢・体力に関係なく
誰でも楽しめる

合氣道　藤流館

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。

加藤 奨
しょうま

磨くん
（上永良町）

平成2９年１０月生まれ
歌が大好きで甘えん坊
な奨磨。幸せをありが
とう♡　大好きだよ。

神谷 優
ゆう

歌
か

ちゃん
（寺部町）

平成2８年１２月生まれ
みんな優歌が大好きだ
よ♡　優しく、強い子
になってね♡

内藤 由
ゆ

結
い

ちゃん
（須田町）

平成2９年２月生まれ
おふろでのあそびが大
好き♡笑顔いっぱい明
るく元気に育ってね♡

星野 陽
ひな

向
た

くん
（一色町）

平成２９年２月生まれ
いつも元気いっぱいの
ひーくん。これからも
大きくなーれ☆

池田 圭
けい

志
し

くん
（住崎町）

平成2９年２月生まれ
にこにこ笑顔がかわい
い圭くん♡　笑顔いっ
ぱい元気に育ってね！

本藤 勇
ゆう

磨
ま

くん
（戸ケ崎三丁目）
平成２８年１０月生まれ
わんぱく坊主くん。す
くすく元気に優しい子
に育ってね。

森嶋 咲
さ

菜
な

ちゃん
（吉良町）

平成29年２月生まれ
アンパンマン大好き咲
菜ちゃん！　優しくか
わいらしく育ってね。

深見 佳
か

代
よ

ちゃん
（田貫三丁目）
平成2９年２月生まれ
佳代ちゃん２歳のお誕
生日おめでとう！のび
のび大きくなってね♡
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ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お
Ｖ
ｏ
ｌ・47

佐
久
島
の
地
層
は
、
日
間
賀
島
か
ら
師
崎
へ
と
続
く
師
崎
層
群
の
最
下
部
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
調
査
で
師
崎
層
群
は
、
有
孔
虫
や
貝
の
化
石
な
ど
か

ら
新
生
代
新
第
三
紀
中
新
世
の
１
８
０
０
～
１
５
０
０
万
年
前
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
相
対
的
に
佐
久
島
の
地
層
は
１
８
０
０
万
年
前
頃
と
判
断
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
編
西
尾
市
史
自
然
部
会
地
質
班
で
は
今
年
度
、
佐
久
島
の
地
層
の
年
代
測
定
を

実
施
し
ま
し
た
。
年
代
測
定
の
方
法
は
、
ジ
ル
コ
ン
に
よ
る
フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
・
ト

ラ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｔ
）
法
と
ウ
ラ
ン　
鉛
（U

-Pb

）
法
で
す
。
Ｆ
Ｔ
法
は
岩
石
中
の
ジ

ル
コ
ン
の
中
の
ウ
ラ
ン
２
３
８
の
原
子
核

分
裂
に
よ
り
生
じ
た
飛
跡
の
密
度
に
よ
っ

て
年
代
を
測
定
す
る
方
法
で
、U

-Pb

法

は
ウ
ラ
ン
の
原
子
核
壊
変
に
よ
る
鉛
同
位

体
成
長
を
利
用
し
て
年
代
を
測
定
す
る
方

法
で
す
。
こ
の
二
つ
の
方
法
で
測
定
し
た

結
果
、
佐
久
島
の
地
層
は
１
８
０
０
万
年

前
頃
と
な
り
、
従
来
の
推
定
を
裏
付
け
る

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
佐
久
島
の
地
層
の
放

射
年
代
を
測
定
す
る
初
め
て
の
取
り
組
み

で
、
今
後
の
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
や
、
佐
久
島
の
地
層
を
作
る
火
山
灰
層

の
供
給
源
を
探
っ
て
佐
久
島
の
地
層
の
成

立
時
の
環
境
を
推
定
で
き
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
年
代
測
定
の
詳
細
は
、「
新
編

西
尾
市
史
だ
よ
り
」
第
５
号
で
お
知
ら
せ

し
、「
新
編
西
尾
市
史
研
究
」
第
５
号
に
掲

載
予
定
で
す
。

問市史編さん室（☎５６・６６６０／岩瀬文庫内）

佐
久
島
の
地
層
の
年
代
測
定

西
尾
市
史
編
さ
ん
室
　
齋
藤
俊
幸

２4

問
西
尾
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　
堀
尾
（
☎
０
９
０
・
２
１
３
２
・
６
１
２
０
／
緑

町
）、
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当
（
☎
54
・
０
０
０
２
／
総
合
体
育
館
内
）

明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
を
し
よ
う
！

佐久島西港にある軽石を含む凝灰岩層の露頭　
－

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
同
じ
コ
ー
ト

を
使
用
し
て
赤
い
羽
根
の
付
い
た
ボ
ー

ル
を
手
の
平
で
打
ち
合
い
、
３
回
以
内

で
相
手
コ
ー
ト
へ
返
す
ゲ
ー
ム
で
す
。

レ
シ
ー
ブ
、
ト
ス
、
ア
タ
ッ
ク
と
ル
ー

ル
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
よ
く
似
て
お
り
、

１
チ
ー
ム
４
人
で
対
戦
し
ま
す
。
２
～

３
回
練
習
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
試
合
形
式

で
楽
し
め
ま
す
。

現
在
、
西
尾
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

に
登
録
し
て
い
る
チ
ー
ム
は
７
チ
ー
ム
。

小
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
、
ワ
イ
ワ
イ
、

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
市
内
外
の
大
会
に
も
出

場
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
愛
知
県
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
、
協
会
登
録
チ
ー
ム
の
う
ち
２

チ
ー
ム
が
西
三
河
予
選
を
勝
ち
上
が
っ

て
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
会
で
は

年
２
回
、
静
岡
県
や
岐
阜
県
な
ど
か
ら

参
加
者
を
招
い
て
交
流
会
を
開
催
し
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
３
月
10
日
㈰

に
は
、
中
央
体
育
館
で「
い
ち
ご
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
賞
は
イ
チ
ゴ
。

サ
タ
デ
ー
プ
ラ
ン
の
教
室
に
通
う
小
学

生
も
大
勢
参
加
し
ま
す
の
で
、
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
ぜ
ひ

一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
を
通
し
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
。
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
や

運
動
不
足
の
解
消
、
心
や
体
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
た
め
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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西 尾 市 の デ ー タ

金蓮寺弥陀堂を案内してくれるボラ
ンティアガイド「吉良あないびとの
会」の皆さんです。弥陀堂は愛知県
に３つしかない国宝建造物の一つで
あり、市の貴重な文化財です。５月
には弥陀堂の見学会が開催され、同
会による解説を聞くことができます。
ぜひ、国宝を間近でご覧になってく
ださい。

２月６日は「抹茶の日」。その由来は、
茶道の際、茶釜で湯を沸かすときに
使われる風炉（ふろ）からきていると
いわれ、西尾茶創業120年を記念し
て、平成４年に西尾市茶業振興協議
会（現在の西尾茶協同組合）が制定
しました。日本人には馴染みのある
抹茶ですが、健康ブームもあり、今
や海外でも大人気の「Maccha」。最
近では、菓子などで手軽に抹茶フレ
ーバーを楽しめます。たまには、自
身の心と向き合い、抹茶をたててみ
てはいかがでしょうか。（Ｎ）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
	 （スマートフォン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/sp/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

スマートフォンなどで
読み取ると「スマートフ
ォン用西尾市ホームペ
ージ」が閲覧できます。

●
幡
豆
中
学
校

●
津
平
小
学
校

　
12
月
13
日
、
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
周
辺
の
道
路
や

堤
防
を
通
り
、
最
後
に
長
く
続
く
急
な

上
り
坂
を
駆
け
上
が
る
コ
ー
ス
を
、
児

童
た
ち
は
沿
道
か
ら
の
声
援
を
背
に
一

生
懸
命
走
り
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　
１２
月
１８
日
、
に
し
が
ま
線
夢
シ
ー
サ

イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
は
名
鉄
蒲
郡
競
艇
場
前
駅
か
ら
幡
豆

中
学
校
ま
で
約
２０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ

ー
ス
を
完
歩
。
自
分
の
足
で
電
車
の
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

●
寺
津
小
学
校

　
１
月
９
日
、
５
年
生
が
稲
つ
く
り
の

学
習
で
収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
っ
て
餅

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
の
協

力
を
得
て
、
順
番
に
き
ね
で
餅
を
力
強

く
つ
い
た
後
、
き
な
粉
な
ど
を
付
け
て

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況
火災 救助 救 急

１2月 6件 3件 631件
30年累計 60件 35件 6,981件

１月１日現在 前 月 比
男性 87,372人 －35人
女性 84,888人 +49人
計 172,260人 +14人
世帯数 64,475世帯 +4世帯

人身事故
件 数

死 傷 者
死亡者

１2月 48件 59人 1人
30年累計 702件 871人 4人

■犯罪発生の状況
刑法犯総数 侵入盗特殊詐欺

１2月 79件 8件 0件
30年累計
（被害総額） 855件 107件 10件

1,816万円
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〔
編
集
・
発
行
〕
　
西
尾
市
企
画
部
秘
書
課

　
〒
445-8501　

愛
知
県
西
尾
市
寄
住
町
下
田
22

　
☎
0563・

56・
2111（

代
表
）

平
成
31年

２
月
1日
号

広
報

全
面
広
告
財
源
確
保
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
市
が
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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